













In modern Japanese, the verb chigau has the same meaning as its –teiru form chigatteiru, as 
in “Kono kotae wa chigau / chigatteiru.” An investigation revealed that there has been an 
obvious tendency to distinguish between their past tense forms chigatta / chigatteita since the 
Meiji era. Specifically, chigatta has mainly been used as a modifier, whereas chigatteita has 
had the predicative function. The reason for this distinction in use, however, remains 
unknown. In most cases, Chigatta can be used interchangeably with “betsu no,” as the 
equivalent of the English word “another” as a modifier, and has hardly been used as a verb; 
for a predicate verb chigateita has been used. However, in recent years, the use of chigatta as 
a predicate verb is often observed. For example, sentences with ending like “Shashin towa 
chigatta” appear in newspapers. In recent years, adherence to the unexplainable distinction 
since the Meiji era between chigatta and chigatteita in their actual use seems to have 
decreased. As one of the issues about modern Japanese usage, adjectivalization of chigau is 
pointed out. That is, its deformation such as chigakatta and chigakunaru is often discussed. 
Chigatta as a predicate should also be investigated.




































































































































































































１ ─ ３ ─ ２
連体修飾の「違った」は55例あり、しばしば確認できる。別に「違うた」も１例ある。
（38）　自分の境涯と違った昔の境涯であるから〈略〉
（坪井九馬三「史学と類似学科との区別」）
（39）　今回は以前と稍違った細い道を行くと〈略〉 （田山花袋「老僧」）
（40）　「多少平生の布施鋭爾とは違った点があるかも知れん」 （佐野天声「銅山王」）
（41）　 日本人には西洋人とは郷土的に違った美しさを持ってゐることをつくづく感じるの 
ある。 （朝倉文夫「現代女性美の一側面」）
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そして、稿者の認識にはない、「違ったものだ（哉）」という慣用表現らしきものがあった。
若干の揶揄を感じることもあるが、他者に対する「褒める」表現である。
（42）　泰平の世の軍人は違ったもの哉 （稿者注：句読点なし　　「小是非」）
（43）　交戦国国民の時局に対する心掛は流石に違ったものだ〈略〉
（某将軍「欧州戦争を中心として」）
（44）　流石は昔取った杵柄だ憲法付属法典の創案者は違ったものだ、と楽屋雀は囀りける。
（前座陳人「政界太平記」）
（45）　「フム、いゝお心掛ですよ。今時の女の子は全く違ったもんだ。〈略〉」
（三宅やす子「針の片」）
この「他と異なってすぐれる」の意味については、『日本国語大辞典』（二版2002）が動詞
「ちがう」の中で取り上げているが、「違ったものだ」は慣用表現レベルではなかったかと思わ
れる。『日本国語大辞典』の用例も４例中３例が「ちがふた物」「違ったもんだの」「違ったもの
だネ」である。
１ ─３ ─３
述語であれば、「違っていた」が使用される。「違ってゐ（居）た」10例のほか、「違って居
ました」１例がある。
（46）　其以前の日本の社会は余程支那とは性質が違って居たに相違ない〈略〉
（田口卯吉「歴史は科学に非ず」）
（47）　奉行所と運上所との役人の服装も、まるっきり違って居た。
（豹子頭「明治初年外交物語」）
（48）　おしんは〈略〉障子のそばへ目を持っていった。がしかし、これも違ってゐた。
（稿者注：おしんは気になる学生を探している　　藤沢清造「帳場の一時」）
２　考察
前述のごとく、述語としての「違った」は、過去において存在しなかったわけではない。し
かるに、相対的に、連体修飾の「違った」が相当の比重を占めていたために、稿者の意識の中
に「違った。」という文字列が「定位置」を確保していなかったものと考えられる。
最近、日刊紙の「違った。」に接したことが、稿者の違和感を引き起こしたのであるが、理由
が考えられないわけではない。すなわち、「新聞」という場における、字数制限への配慮であ
る。記者にはつねに、字数の制約があろう。
動詞「違う」に限っていうなら、
①まず一般論として比例式の
「終止形」：「ている形」＝「～た」：「～ていた」
が成立し、
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②かつ「違う」の場合は、金田一（1947）の指摘どおり、等式
「違う」＝「違っている」
が成立する。さすれば、「違っていた」から「違った」へのシフトは、「説明しにくい慣習」
から、新聞における字数節約の「合理主義」への変化として、ひとまず、説明がつく。
３　まとめ
現代語においては、動詞「違う」が形容詞化し、「これはちがくない」「それはちがかった」
などの語形が、時に出現する。今後、この変化が「逸脱」として修正されるか、あるいは動詞
「好く／嫌う」が「好きだ／嫌いだ」を共存させているのと同様の方向をとるのか、予測はでき
ない。
「違う」は、それなりに問題を含む存在である。
その中で、過去において連体修飾主体であった「違った」が、近年に至り、述語用法、こと
に文末の「違った。」をも顕現していることは、ささやかな事実ながら、書きとどめておくべき
であると考える。
本稿は、稿者の違和感のみをよりどころとし、わずかな用例調査に基づき、一面的な推論を
したにすぎない。
不備な点が多い。たとえば、述語の「違った」と「違っていた」はまったくの同意なのか、
あるいは連体修飾の場合の「違う意見」と「違った意見」に差異はあるのか、など説明できて
いない。
不備のそれはそれとして、「違った」が、観察の必要な存在であることは、指摘できたものと
考える。
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